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ケープタウン出張
先日，南アフリカ・ケープタウンで，肝胆膵領域で
はもっとも権威ある国際学会（International Hepato-
Pancreato-Biliary Association：以下，IHPBA）が開
催された．私は日本肝胆膵外科学会における IHPBA 
Japan Chapter の担当理事ということで，悩む余地も
なく参加することになった．アフリカの地中海地域に
は何度か行ったことがあるが，南アフリカは初めてで
ある．なにしろ遠い．少なくとも 1回の乗り換えが必
要で，私はシンガポール経由を選択したが，22～23 時
間かかった．安くあげようとすると，エチオピア航空
というような選択肢もあったそうだが，2回の乗り換え（仁川とアジスアベバ）で 27～28 時間ほど
かかったらしい．たどり着くだけでも大変である．
着いてからも，心配なのは治安である．事実上の首都というべきヨハネスブルグは世界でも治安
が最悪といわれている．ケープタウンはまだましな方とされているが，現状がどうかは知る由もな
い．私は行くことを決めた瞬間に学会場直結のホテルを予約し，空港とホテルの往復はハイヤーを
確保した．実際行ってみると，身の危険を感じる場面は皆無だった．ただ治安がよかったというよ
りも，危ない場所には一切立ち寄らなかったというだけかもしれない．夜は目抜き通りでも暗く
て，とても歩ける状況ではないという話も聞いた．
学会自体は非常に盛況で，直行便で来れる北米やヨーロッパ，インドあたりからの参加者が多
かったようだ．コロナ禍があけて約 1年だが，久しぶりに会う外国人も多く，旧交を温めることが
できた．MD Anderson Cancer Center の Vauthey 教授主催のディナーに招待いただいたが，参加
者は肝胆膵領域の opinion leader ばかりで 20 人を超え，彼の顔の広さに驚くと同時に国際ネット
ワークの重要性をあらためて思い知らされた．
1件の発表と IHPBA関連会議への出席を 3件ほどこなしたら，あとはお楽しみの観光である．
自力で動くのは不可能と考え，車・ドライバーを丸一日借り，医局員 2名と一緒にまわることにし
た．お目当ては喜望峰とテーブルマウンテンである．正確にいうと喜望峰はアフリカ大陸最南端で
はないのだが，灯台からインド洋と大西洋を一望することができて素晴らしかった．テーブルマウ
ンテンは断崖絶壁をロープウェーで上がって行くのだが，眼下にケープタウン市街が広がり，これ
も絶景であった．絶景を見ながらいただいた地元ビールの味（銘柄は失念した）は忘れられない．
訪れた時期がよかったのか，気候はすごしやすく，食事も美味だった．日本食が意外と広まってい
て，店の名前やメニューにも日本語が散見された．アパルトヘイト政策下で日本人は名誉白人とし
て扱われていたという話は聞いていたが，数十年前からこんな遠隔地までやってきて，現地に入り
込んでいたとは驚きである．
学会でもなければ，まず訪れることはない地である．行く前は不安しかなかったが，行ってみた
ら実に得難い経験であった．“生ペンギン”を見ることもできた．ちょっと気になったのは観光で
立ち寄る先々で日本人・外国人含め，何人もの知り合いに会ったことである．観光コースが決めら
れているためだろうと想像がつくが，一方でこれだけの教授たちが学会場に不在だということを意
味しており，学術集会としての盛り上がりが心配になったが，後の祭りであった．
� （長谷川　潔）
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